Childbearing support service "Mama to Baby" : sharing pregnants\u27 information among couples and midwives by イトウ, ハルミ et al.
別表５ 
  (3) 
 主 論 文 要 旨 No.1     
報告番号 甲 乙 第      号 氏 名 伊東 春美 
 
主 論 文 題 名： 
  妊婦主体の情報共有によって夫婦と助産師を支援する 
  出産支援サービス“Mama to Baby” 
 
（内容の要旨） 
 
Mama to Babyは、助産師の分娩時の負担軽減のために、助産師の視点で開発した出産支
援サービスである。このサービスは、妊婦、夫、助産師が使う３つの専用モバイルアプ
リケーションとデータベースを持っており、デジタル情報の入力、保存、抽出、提示が
でき、妊婦が入力した情報を夫と助産師が共有できる仕組みを持っている。その仕組み
とは、それぞれにとって必要な妊婦情報を抽出し、情報の書き換えや付加などであり、
対象者にとっての閲覧性をデザインした。 
 本サービスがすることは、妊婦と夫に、助産師の知識や技術で構築した健康教育と出
産教育を提示することであり、最大の特徴は、夫教育に特化した行動変容プロセスへの
介入をすることである。これは、協力的な夫の存在が、妊婦の満足いく出産とその後の
育児に影響することがわかっていることから、夫の意識や行動を妊婦寄りに変化させる
ことが出産に良い影響を与え育児の質を高めると考えた。そこで、民族誌調査を行い、
夫教育と妊婦支援がうまくいっている夫婦の様子を観察および解釈し、それを夫の行動
変容プロセスへの介入のためにデジタル化した。 
 一方助産師には、アセスメントに必要な情報を簡単に見やすく提示するのが本装置の
役割である。その閲覧は、簡単で楽に行えるために、妊婦の入力情報を使うことで入力
の手間を省き、かつ妊婦の主観的な情報が閲覧できる仕組みを持つことで情報収集を支
援した。 
 ここでは、このような装置のプロトタイプ設計について記述し、実証した。妥当性の
検証は、混合研究法を採用し解釈的現象学の視点から分析し、夫婦と助産師それぞれに
対する価値の提供に成功したかを検証した。その結果、夫の意識や行動は妊婦寄りに変
化し、妊婦の精神衛生が向上した。このような夫婦はコミュニケーションを促進し、相
互作用を持ちながら出産へ向かっていた。そして、助産師はこれまで手の届きにくかっ
た情報を簡単に楽に閲覧できるようになり、新しい情報収集媒体への価値を与えること
ができた。また、助産師間での情報共有ができることは、チーム間での事前の相談等を
可能とし、業務調整や時間配分などに影響を与えるとわかった。 
このようなことから、Mama to Baby は、夫婦が使い助産師が見守るモバイルヘルスケ
アサービスであり、夫婦の出産と助産師の活動を支援するとわかった。 
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